
プランニングソフト「GRID PLAN」

Shelf（シェルフ） プランニングの流れ
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　（5-3）扉・引出しなどのパーツをレイアウト 
　（5-4）棚板の位置や枚数などを調整  

6 プランの完成
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1｜ インターネットからプランニングソフトにアクセス

2｜ ログイン（※ID登録をしなくてもご利用いただけます）

3｜ プラン情報を入力（任意）
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ID 登録をすると、以下の機能をご利用いただけます

  ・プランニングデータの保存
  ・保存したプランニングデータの編集
  ・保存したプランニングデータを元に新しいプランの作成
  ・明細 csv の出力
  ・寸法図 PDF、見積 PDF データのメール送信

「見積レベル」のみ必須項目です

「スパン幅サイズ 設定プラン」をクリック

（3-1）見積レベル・プランニングパターンを選択



プランニング画面の余白を設定できます。

3｜ プラン情報を入力

（3-2）余白の設定（任意）

余白を設定しない場合のプランニング画面 余白を「200」で設定した場合のプランニング画面
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「プラン幅（総幅）」を入力

3｜ プラン情報を入力

（3-3）プラン幅（総幅）を設定（※未入力でもプランニング可能です）

（3-4）スパン幅を設定

「プラン幅（総幅）」を入力するとプランニングできるスパン合計が自動計算されます。

以下は、プラン幅を「3000mm」と入力した場合の例です。
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プラン幅　3000　mm
（総幅）

設定製品幅　　30　mm
（30ｍｍは初期の固定値）

残り幅　2970　mm
（スパン合計）

『標準サイズの場合』
プルダウンメニューからサイズを選択

標準サイズ
400 ／ 600 ／ 800 ／ 1200

303030 30 30

① ② ③

スパン合計：2970

④

総幅：3000

（スパン合計+固定幅 30）



『サイズオーダーの場合』
スパン幅を入力
（例）500 スパン→「500」を入力

※標準サイズも同様に入力可能です。

3｜ プラン情報を入力

（3-4）スパン幅を設定（つづき）

【プラン幅（総幅）を設定した場合】
　「スパン幅」（総幅）を入力すると、
　プランニングできる残りのスパン幅が自動計算されます。

　以下は、①を 500 スパンで設定した場合の例です

【プラン幅（総幅）を設定しない場合】
　「スパン幅」（総幅）を入力すると、製品幅が自動計算されます。

　以下は、①を 500、②を 600、③を 800、④を 1070 スパンで
　設定した場合の例です。
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スパン幅の設定が終わったら
「確定」をクリック

残り幅が「0（ゼロ）」になったら
スパン幅の設定完了

「確定」をクリック

500
①【例】

600
②

800
③

1070
④

設定製品幅　3000　mm
（30ｍｍは初期の固定値）

プラン幅　3000　mm
（総幅）

設定製品幅　　530　mm
（30ｍｍは初期の固定値）

残り幅　2470　mm
（残りのスパン幅）



「シェルフ本体」をクリック

奥行き
 ○ 240mm
 ○ 380mm

高さ
 ○ 2400mm
 ○ 2700mm

4｜ ベースとなるシェルフをレイアウト

（4-1）シェルフの奥行き・高さを選択

（4-2）シェルフの色を選択

-6-

  色を選択すると、方立・棚板・TV用配線ユニットの色が

  すべて変更します。

プランニングの途中で色の変更ができます

壁面も設定できます

煉瓦アイボリー 煉瓦グレー

タイルグレー モザイク

クロス壁紙 漆喰白壁（単色白）

コンクリート ガラスブルー

「壁面」をクリック

方立・棚板の木口両面仕上げ（メニューオーダー）

  標準は前面木口のみの仕上げとなります。

前後両面仕上げをご希望の場合は、
「メニューオーダー・前後両面仕上げ」
をチェック



「扉」をクリック

「引出し」をクリック

ドラッグ＆ドロップ

「扉」をクリック

「引出し」をクリック

ドラッグ＆ドロップ

4｜ ベースとなるシェルフをレイアウト

5｜ 扉・引出しをレイアウト

（4-6）ベースとなるシェルフのスパンが決定

（4-7）施工棚板の高さを調整し、固定棚板・可動棚板などを必要枚数レイアウト

（5-1）メニューを選択
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方立・棚板の木口両面仕上げ（メニューオーダー）

  標準は前面木口のみの仕上げとなります。

前後両面仕上げをご希望の場合は、
「メニューオーダー・前後両面仕上げ」
をチェック

4｜ ベースとなるシェルフをレイアウト

5｜ 扉・引出しをレイアウト

（4-3）施工棚板の高さを調整し、固定棚板・可動棚板などを必要枚数レイアウト

（5-1）メニューを選択

（5-2）色を選択
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「扉・引出し」or「ガラス扉」をクリック



不要なパーツはゴミ箱へ
ドラッグ＆ドロップ

ドラッグ＆ドロップ

「扉」をクリック

「引出し」をクリック

ドラッグ＆ドロップ

4｜ ベースとなるシェルフをレイアウト

5｜ 扉・引出しをレイアウト

（4-6）ベースとなるシェルフのスパンが決定

（4-7）施工棚板の高さを調整し、固定棚板・可動棚板などを必要枚数レイアウト

（5-1）メニューを選択
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方立・棚板の木口両面仕上げ（メニューオーダー）

  標準は前面木口のみの仕上げとなります。

前後両面仕上げをご希望の場合は、
「メニューオーダー・前後両面仕上げ」
をチェック

5｜ 扉・引出しをレイアウト

（5-3）扉・引出しなどのパーツをレイアウト

6｜ プランの完成

（5-4）棚板の位置や枚数などを調整
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プランニングの途中で色の変更ができます

  パーツごとに色を変える場合
　ドラッグ＆ドロップする前に色の再選択をしてください。

　一括で変更する場合
　「すべての扉・引出しの色を一括で選択色に変更する」に
　チェックを入れ、色の選択をしてください。

□をクリック



「明細リストへ」をクリック

①「周辺物」をクリック

②ドラッグ＆ドロップ

7｜ 周辺小物をレイアウトし、プランを再確認
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8｜ 明細リストの表示



「プランデータ保存」をクリック

「見積PDFの出力」

「寸法図PDFの出力」

「組立NAVI の出力」
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寸法図 PDF 見積 PDF 組立 NAVI

9｜ 見積 PDF、寸法図 PDF、組立 NAVI の出力
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10｜ プランデータの保存（ID登録が必要です）

ID 登録をすると、以下の機能をご利用いただけます

  ・プランニングデータの保存
  ・保存したプランニングデータの編集
  ・保存したプランニングデータを元に新しいプランの作成
  ・明細 csv の出力
  ・寸法図 PDF、見積 PDF データのメール送信


